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Ⅰ.イギリスの宗教改革について解説した以下の文章の（ ）内の①～③に当てはまる適切

な用語を記入してください。 

 

離婚問題を機に教皇と対立した（①        ）が、1534 年に国王至上法（首長法）

を発布したことで（②           ）が成立しました。 

 

その後は紆余曲折を経て（③          ）が 1559 年に統一法を制定・発布した

ことで（②）の地位が確立しました。 

 

 

Ⅱ.以下の問題文④～⑥に対する適切な解答を、それぞれ答えてください。 

 

④人間の救済は神によって予め定められているとするカルヴァン派の考え方を何説と言う

か？ 

 

⑤対抗宗教改革が始まるきっかけとなった 1545 年に開かれた会議を何と言うか？ 

 

⑥1534 年にイグナティウス＝ロヨラやフランシスコ＝ザビエルらが中心となって創設した

修道会を何と言うか？ 

 

 

Ⅲ.以下の 2 つの文章ⓐ・ⓑの正誤として適切なものを選択肢ア～エの中から 1 つ選んでく

ださい。 

 

ⓐイギリスのカルヴァン派はピューリタンと呼ばれる。 

 

ⓑフランスのカルヴァン派はゴイセンと呼ばれる。 

 

ア：ⓐ正 ⓑ正   イ：ⓐ正 ⓑ誤 

ウ：ⓐ誤 ⓑ正   エ：ⓐ誤 ⓑ誤 

 


